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著者まえがき 

 

本書は、１９５５年から６０年に開かれたプロテスタント改革派教会会議の決議に従って準備

されました。９歳、１０歳児の教理問答教育の土台を据えることを目的としています。 

本書の全２５課は新約聖書に基づいており、聖書の諸事実とその年代順を強調することを心が

けています。本書は、５課ごとに復習をし、３０週をかけてすべての問答の学びが終わるよう

にできています。 

本書は、ＨＣホークセマ教授による「旧約聖書の歴史 簡約」とともに用いられるようになって

おり、その後は、「上級用の旧新約聖書」に進みます。 

本書と一緒に使えるワークブックもあります。 

本書が教会で用いられるように準備するにあたって、教理問答書委員会と教理問答審査委員会

にご尽力いただいたことについて、ここに感謝を表したいと思います。 

神さまの契約の子孫の霊的教育と建徳のために、私たちの契約の神さまが本書を用いてくださ

いますように。 

―Ｇヴァンデン・バーグ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

編者まえがき 

教会の若者達の指導に問答書を用いることは、古くから行われており、長い間有効であると証

明されてきた方法です。この小冊子のシリーズは、聖書の事実や歴史の基礎をしっかり固める

ために考案されたものであり、ゆくゆくは、ピルグリム契約教会で採用されているウェストミ

ンスター小教理問答のような教理問答への基盤となります。初版の誤りのいくつかを編集し、

また、質問のされ方に対して、より適切な答えとなるように一部手直しをしました。 

皆さんが（親として）忠実にこの教理問答シリーズを初めから使われてきた方でしたら、子ど

もが自分で教理問答を読むことができるようになり、また、始めたばかりの頃に比べてずっと

簡単に答えを暗記できるようになることを発見するでしょう。これはもちろん、精神面での成

長もありますが、練習の成果でもあるのです。このように、子どもに教理問答の暗唱を教える

ことは、以前に比べてずっと楽しい経験になることでしょう。 

しかし、教理問答の練習が、単なる週に一度の、覚えてはただ反復する、といったお決まりの

日課にならないように気をつけなくてはなりません。それよりも、祈りをもって、子どもたち

の心に植えつけられた聖書の教えと諸事実が、いつか（今も）キリストの栄光のために花開き

実を実らせる、という信仰と希望を持ってなされるべきです。そういうわけでお母さんは、幼

い学者が暗記をする際、何度となく間違えた時でも、機嫌を悪くしたり癇癪を起こしたりしな

いで、励ましてあげましょう。そしてお父さんは、子どもが暗記している真理を理解し、また

その真理がいかに彼らの魂に関係があるのかを、理解させるようにしましょう。そのために

は、暗記している諸事実を分かりやすく説明して、子どもをキリストへと導かなくてはなりま

せん。 

主が、子ども達に主の道を教える私たちの小さな努力を祝福してくださいますように。 

--Ｊ．Ｊ．リム ２００４年   



第 １ 課 

洗礼者ヨハネの誕生 

ルカ１章 

 

１． キリストのために道を備えるために神さまが遣わされたのはだれですか。 

 洗礼者ヨハネです。 

［ルカ１：７６～７９；参照 イザヤ４０：３；マタイ３：１～３］ 

 

２． 洗礼者ヨハネの両親はだれでしたか。 

 神さまを恐れるザカリヤとエリザベツです。[ルカ１：５～１３] 

 

３． ヨハネの誕生について聖書は私たちに何を教えていますか。 

 ヨハネは、非常に年を取った両親から生まれた、ということです。 

                      ［ルカ１：７、１８］ 

 

４． 神さまはなぜ、ザカリヤとエリザベツが年を取るまで待たれたのですか。 

 ヨハネの誕生が恵みの不思議なわざであったことを示すためです。 

                   [ルカ１：３６～３７] 

 

５． 洗礼者ヨハネの誕生は、どのように告げられましたか。 

 御使いガブリエルが神殿でザカリヤに告げました。[ルカ１：１３～１７] 

 

６． ザカリヤは神殿で何をしていたのですか。 

 神殿で香をたいていました。[ルカ１：８～９] 

 

７． ザカリヤが信じなかったので、どのようなしるしが与えられましたか。 

 御使いが彼に告げた素晴らしい事柄を話すことができませんでした。 

                [ルカ１：１９～２０、２２] 

 

８． ザカリヤが御使いの言ったことを信じなかったのはなぜですか。 

 彼も、その妻も、非常に年を取っていたからです。［ルカ１：１８～２０］ 

 

９． 神さまはザカリヤが再び話せるようにしてくださいましたか。 

 はい、ザカリヤが息子の名前はヨハネだと確認したときに、神さまはザカリヤの舌 

 を解き、彼は預言しました。［ルカ１：６３～７９］ 

 



 １０．洗礼者ヨハネがナジル人であるとは、どういう意味ですか。 

  生まれた時から、神さまのために聖別された者、という意味です。 

           [ルカ１：１５；参照 民数記６：１～８] 

 

 

暗唱聖句：  

「幼子よ。あなたもまた、いと高き方の預言者と呼ばれよう。主の御前に先立って行

き、その道を備え、神の民に罪の赦しによる救いの知識を与えるためである。」 

                        （ルカ１：７６～７７） 

  



第 ２ 課 

主イエスさまのお誕生と、幼少時代 

ルカ２章、マタイ２章 

 

１． マリヤに主イエスさまのお誕生を告げたのはだれでしたか。 

 洗礼者ヨハネの誕生を告げた御使いガブリエルです。［ルカ１：２６］ 

 

２． マリヤとは、だれですか。 

 ダビデ王の家系の処女でした。[ルカ１：２７] 

 

３． 主イエスさまはどこでお生まれになりましたか。 

 ダビデの町、ベツレヘムです。［マタイ２：１；ルカ２：１～６］ 

 

４． 主のお誕生の知らせを最初に聞いたのはだれでしたか。 

 ベツレヘムの野宿で番をしていた羊飼いたちです。[ルカ２：８～１０] 

 

５． この羊飼いたちに、御使いたちはどんなしるしを与えましたか。 

 「あなたがたは、布にくるまって飼葉おけに寝ておられるみどりごを見つけま 

 す。」（ルカ２：１２） 

 

６． 生まれてから 40 日たったとき、ヨセフとマリヤは主イエスさまをどこに連れて行き

ましたか。 

 主にささげるために神殿に連れて行きました。 

  [レビ記１２：１－４、ルカ２：２１～２４、２７] 

 

７． ヨセフとマリヤは宮でだれに会いましたか。 

 キリストの誕生を預言し喜ぶ年老いたシメオンです。[ルカ２：２５～３５] 

 

８． 主イエスさまを拝むために東方から来たのはだれですか。 

 星を見て、ヘロデ王にキリストにどこでお会いできるか尋ねた博士たちです。 

                       ［マタイ２：１～１１］ 

 

９． 主にお会いした後博士たちが戻って来なかったので、ヘロデはどうしましたか。 

 ベツレヘムの二歳以下の男の子をすべて殺しました。［マタイ２：１６～１８］ 

 

 



 １０．十二歳の時、主イエスさまはどこで見つかりましたか。 

  エルサレムの宮で、教師たちと話をしたり、難しい質問をしたり答えたりしておら 

  れました。[ルカ２：４２～４９] 

 

 

暗唱聖句： ルカ２：７～１４ 

「男子の初子を産んだ。それで、布にくるんで、飼葉おけに寝かせた。宿屋には彼らの

いる場所がなかったからである…」（この先自分の聖書を見てください） 



第 ３ 課 

洗礼者ヨハネの働き 

ルカ３：１～２０；マタイ３：１～１２ 

 

１． 洗礼者ヨハネは、どこで働きましたか。 

 ヨルダン川のそばの荒野です。［マタイ３：１～６；ルカ３：２～３、７］ 

 

２． ヨハネは何を食べ、何を着ていましたか。 

 いなごと野蜜を食べ、らくだの毛の着物を着ていました。[マタイ３：４] 

 

３． ヨハネの仕事、または召命は何でしたか。 

 説教し、洗礼を授けることです。［ルカ３：３～６、１６］ 

 

４． ヨハネは何を説きましたか。 

 天の御国が近づいた、と人々に伝え、悔い改めるように呼びかけました。 

          [マタイ３：１～２、７～１１；ルカ３：７～８] 

 

５． たくさんの人がヨハネの言うことを信じましたか。 

 はい、多くの人が信じて洗礼を受けました。[マタイ３：５～６] 

 

６． ヨハネのところに来て、彼がだれなのか尋ねたのはだれですか。 

 エルサレムから派遣されたパリサイ人とサドカイ人です。 

                  [マタイ３：７] 

 

７． 翌日ヨハネはどのようにして、キリストを指し示しましたか。 

 「見よ、世の罪を取り除く神の小羊」と言いました。（ヨハネ１：２９） 

 

８． ヨハネは自分の弟子たちにどうするように勧めましたか。 

 自分から離れ、主イエスさまに従うように勧めました。 

            ［ヨハネ１：２９～４０］ 

 

９． 主イエスさまは、後に、洗礼者ヨハネについて何と言われましたか。 

 ヨハネは旧約のすべての預言者の中で、最も優れた者である、とおっしゃいまし 

 た。［マタイ１１：７～１１；ルカ７：２４～２８］ 

 

 



 １０．邪悪なヘロデは、ヨハネに自分の罪をとがめられると、どうしましたか。 

  洗礼者ヨハネを牢に入れました。[ルカ３：１８～２０] 

 

 

暗唱聖句：  

「ヨハネはみなに答えて言った。『私は水であなたがたにバプテスマを授けています。

しかし、私よりもさらに力のある方がおいでになります。私などは、その方のくつのひ

もを解く値うちもありません。その方は、あなたがたに聖霊と火とのバプテスマをお授

けになります。』」（ルカ３：１６） 



第 ４ 課 

主イエスさまの洗礼と試み 

マタイ３：１３～４：１１ 

 

１． 主イエスさまがおおやけの働きを始めたのは何歳の時でしたか。 

 だいたい３０歳くらいでした。［ルカ３：２１～２３］ 

 

２． 主は、どのように働きを始められましたか。 

 ヨルダン川に行かれ、ヨハネから洗礼を受けました。[マタイ３：１３～１５] 

 

３． 主イエスさまが洗礼を受けられたとき、どんなことが起こりましたか。 

 天が開け、聖霊が鳩のようにイエスさまの上に下られました。 

     ［マタイ３：１６～１７；マルコ１：８～１１］ 

 

４． 天からの声が何を告げましたか。 

 「これは、わたしの愛する子、わたしはこれを喜ぶ。」（マタイ３：１７） 

 

５． 主イエスさまの洗礼の後すぐに、どんなことが起こりましたか。 

 イエスさまは、悪魔の試みを受けるため、御霊に導かれて荒野に行かれました。  

                            [マタイ４：１] 

 

６． 悪魔とはだれですか。 

 堕落した御使いたちのかしらで、サタンと呼ばれています。 

     [黙示録１２：９；ペテロ第二２：４；ユダ６] 

 

７． 主イエスさまはどれくらいの間、荒野におられましたか。 

 食べるものも飲むものもなく、四十日四十夜おられました。[マタイ４:２] 

 

８． 悪魔は何度、主を試みましたか。 

 三度、それぞれ異なった方法で試みました。［マタイ４：３～１０］ 

 

９． 主イエスさまは悪魔の言うことを聞きましたか。 

 いいえ。「引き下がれ、サタン」とおっしゃいました。（マタイ４：１０） 

 

 １０．試みが終わったとき、だれが主のところに来ましたか。 

  御使いたちが近づいて来て仕えました。[マタイ４：１１] 



 

暗唱聖句：  

「私たちの大祭司は、私たちの弱さに同情できない方ではありません。罪は犯されませ

んでしたが、すべての点で、私たちと同じように、試みに会われたのです。」 

                        （ヘブル４：１５） 



第 ５ 課 

主イエスさまの働きのはじめ 

ヨハネ１：３５～３：３６ 

 

１． 主イエスさまのおおやけの働きはどのくらい続きましたか。 

 約三年半です。 

 

２． 主が最初になさったことの一つは何ですか。 

 ご自分の弟子たちを選ばれました。 

 

３． これらの最初の弟子たちはだれでしたか。 

 アンデレ、ヨハネ、ペテロ、ピリポ、そしてナタナエルです。 

    ［ヨハネ１：３５～４６；マタイ４：１８～２２］ 

 

４． カナの結婚式で何がありましたか。 

 主イエスさまが初めて奇跡を行われました。水をぶどう酒に変えられたのです。 

                         [ヨハネ２：１～１１] 

 

５． 結婚式の後、主イエスさまはどこに行かれましたか。 

 カペナウムに行き、何日間か滞在され、それからエルサレムに行かれました。 

                       [ヨハネ２：１２～１３] 

 

６． 主はエルサレムで何をされましたか。 

 いけにえの動物を売ったり買ったりする人たちを宮から追い払われました。 

                      [ヨハネ２：１４～１６] 

 

７． こうする権威があるというしるしを求めた人々に、主は何と答えられましたか。 

 「この神殿をこわしてみなさい。わたしは、三日でそれを建てよう。」 

                       （ヨハネ２：１９） 

 

８． だれが夜、主イエスさまを訪ねて来ましたか。 

 ニコデモです。パリサイ人でユダヤ人の指導者でした。［ヨハネ３：１～２］ 

 

９． 主はニコデモに何と言われましたか。 

 「人は、新しく生まれなければ、神の国を見ることはできません。」 

                      （ヨハネ３：３） 

 



 １０．洗礼者ヨハネは、人々が彼から去って主イエスさまに従い始めたとき、不満を言いま 

    したか。 

  いいえ、ヨハネは言いました。「あの方は盛んになり私は衰えなければなりませ 

  ん。」（ヨハネ３：３０） 

 

 

暗唱聖句：  

「御子を信じる者は永遠のいのちを持つが、御子に聞き従わない者は、いのちを見るこ

とがなく、神の怒りがその上にとどまる。」（ヨハネ３：３６） 



第 ６ 課 

サマリヤとガリラヤにて 

ヨハネ４章とルカ４：１６～５：１１ 

 

１． 主イエスさまは、なぜガリラヤに行く途中でサマリヤを通られたのですか。 

 ヤコブの井戸でサマリヤの女と話すためです。[ヨハネ４：３～２４] 

 

２． 主はサマリヤの女に何と言われましたか。 

 ご自分が約束のメシヤであることを告げられました。[ヨハネ４：２５～２６] 

 

３． 主は、他のサマリヤ人にも話されましたか。 

 はい、多くの人がお話を聞いて、主がキリストであることを信じました。 

              ［ヨハネ４：２８～３０、３９～４２］ 

 

４． 主はガリラヤで受け入れられましたか。 

 はい、多くのガリラヤ人がエルサレムで主の奇跡を見ていたからです。 

                    [ヨハネ４：４３～４５] 

 

５． ガリラヤのカナで、主イエスさまはどんな奇跡を行われましたか。 

 カペナウムで病気であった、王家の役人の息子をいやされました。 

                 [ヨハネ４：４６～５４] 

 

６． 主はナザレの会堂で何を教えられましたか。 

 聖書から、ご自分が正にキリストであることを教えられました。 

                  [ルカ４：１６～２１] 

 

７． ご自分の同胞は、主イエスさまを信じましたか。 

 いいえ、彼らは主を拒み、殺そうとさえしました。[ヨハネ４：２８～２９] 

 

８． 主はナザレからどこに行かれましたか。 

 カペナウムです。主はそこで人々を教えられ、多くの奇跡を行ないました。 

            [ヨハネ４：３０～４１；マルコ１：３１～４２］ 

 

９． ガリラヤ湖で主は何をされましたか。 

 多くの魚を捕るという素晴らしい奇跡を行われました。[ルカ５：２～７] 

 



 １０．この奇跡を行われたとき、主は何をなさいましたか。 

  ご自分の弟子たちに、仕事を置いてご自分について来るように言われました。 

                          [ルカ５：８～１１] 

 

 

暗唱聖句：  

「わたしの上に主の御霊がおられる。主が、貧しい人々に福音を伝えるようにと、わた

しに油を注がれたのだから。主はわたしを遣わされた。捕われ人には赦免を、盲人には

目の開かれることを告げるために。しいたげられている人々を自由にし、主の恵みの年

を告げ知らせるために。」[ルカ４：１８～１９] 



第 ７ 課 

ガリラヤでのお働き 

ヨハネ５章とマタイ５章～１０章 

 

１． 主イエスさまはなぜ少しの間ガリラヤを離れられたのですか。 

 エルサレムでユダヤ人の祭りに行かれるためです。[ヨハネ５：１] 

 

２． 主はエルサレムのベテスダの池で何をされましたか。 

 安息日に足の悪い人をいやされました。[ヨハネ５：２～９] 

 

３． この奇跡を見て、ユダヤ人はどうしましたか。 

 怒って、主が安息日を破ったと責めました。［ヨハネ５：１０～１６、１８］ 

 

４． 主イエスさまが安息日を破ったというのは本当ですか。 

 いいえ、安息日に良いことをなさったのです。[ヨハネ５：１７、１９～２３] 

 

５． 主がガリラヤに戻られたときにされた、素晴らしい説教は何でしたか。 

 山上の垂訓です。[マタイ５～７] 

 

６． この説教はおもに何についてでしたか。 

 天の御国と、その市民の特徴と祝福についてです。[例 マタイ５：３～１１] 

 

７． そのすぐ後で主イエスさまがカペナウムでいやされたのはだれでしたか。 

 大きな信仰をあらわした百人隊長のしもべです。[マタイ８：５～１３] 

 

８． この二日後に、主がナインで行われた素晴らしい奇跡とは何ですか。 

 やもめの息子を死からよみがえらせてくださいました。[ルカ７：１１～３５］ 

 

９． この頃主イエスさまのところに来たのはだれですか。 

 洗礼者ヨハネの弟子の二人です。彼らはイエスさまにキリストかどうかを尋 

 ねました。[マタイ１１：１～６] 

 

 １０．洗礼者ヨハネはどのように死にましたか。 

  ヘロデ・アンテパスに首をはねられました。[マタイ１４：３～１２] 

 



暗唱聖句：  

「心の貧しい者は幸いです。天の御国はその人のものだからです。悲しむ者は幸いで

す。その人は慰められるからです。柔和な者は幸いです。その人は地を相続するからで

す。義に飢え渇いている者は幸いです。その人は満ち足りるからです。あわれみ深い者

は幸いです。その人はあわれみを受けるからです。心のきよい者は幸いです。その人は

神を見るからです。平和をつくる者は幸いです。その人は神の子どもと呼ばれるからで

す。」（マタイ５：３～９） 



第 ８ 課 

二度目のガリラヤ巡り 

マタイ１１章～１３章とルカ７章～８章 

 

１． この二度目のガリラヤ巡回中に、主イエスさまはどのような教え方をされましたか。 

 たとえを用いて教えられました。[マタイ１３：３a] 

 

２． たとえとは何ですか。 

 天国の真理を教えるために、地上のことを用いて説明することです。 

                    [マタイ１３：１０～１７] 

 

３． 主が話された、最初のたとえ話のうちの二つをあげてください。 

 種を蒔く人と土のたとえ、そして、麦と毒麦のたとえです。 

 ［マタイ１３：３～９、１８～２３；マタイ１３：２４～３０、３７～４２］ 

 

４． 主はなぜカペナウム、コラジン、そしてベツサイダの町々のさばきについて話された

のですか。 

 これらの町々で多くの力あるわざをなさったのに、人々が信じなかったからです。 

                        [マタイ１１：２０～２４] 

 

５． 主イエスさまがパリサイ人シモンの家で食事をしている時にやって来たのはだれでし

たか。 

 罪深い女です。彼女は涙を流しながら主の御足に香油を塗りました。 

                    [ルカ７：３６～３９] 

 

６． この罪深い女は、なぜ主の御足に香油を塗ったのですか。 

 自分の罪が赦されたので、主への愛と感謝とをあらわすためです。 

                  [マタイ７：４０～４８] 

 

７． 主イエスさまと弟子たちがガリラヤ湖を渡っているとき、何が起こりましたか。 

 主が舟で眠っておられるときに、大嵐が起こりました。[マタイ８：２２～２３] 

 

８． 主はどのようにして、ご自分の御力と権威を示されましたか。 

 嵐を静められ、弟子たちの不信仰を責められました。[マタイ８：２４～２５］ 

 

 

 



９． 主イエスさまは湖の向こう側で、どのような奇跡を行われましたか。 

 悪霊につかれた二人の人がいやされ、悪霊は豚の群れに入るように命じられまし 

 た。[マタイ８：２８～３２] 

 

 １０．カペナウムで、主はだれを死者の中からよみがえらせましたか。 

  ヤイロの娘です。[ルカ８：４１～４２、４９～５６] 

 

 

暗唱聖句：  

「すべて、疲れた人、重荷を負っている人は、わたしのところに来なさい。わたしがあ

なたがたを休ませてあげます。わたしは心優しく、へりくだっているから、あなたがた

もわたしのくびきを負って、わたしから学びなさい。そうすればたましいに安らぎが来

ます。わたしのくびきは負いやすく、わたしの荷は軽いからです。」 

                 （マタイ１１：２８～３０） 



第 ９ 課 

三度目のガリラヤ巡り 

ヨハネ６章とマルコ６章～８章 

 

１． 主イエスさまはなぜ十二弟子を遣わされたのですか。 

 福音を宣べ伝え、病人をいやすためです。[マルコ６：７～１３] 

 

２． 主は洗礼者ヨハネが死んだことを聞かれると、どこに行かれましたか。 

 ガリラヤ湖の向こう岸の寂しい所に行かれました。 

  [マルコ６：１６～３１；マタイ１４：１～１３] 

 

３． カペナウムのそばで主イエスさまはどんな奇跡を行われましたか。 

 五つのパンと二匹の魚で五千人以上の人に食事を与えられました。 

       ［マルコ６：３４～４４；ヨハネ６：５～１４］ 

 

４． 五千人に食べさせた結果、どのようなことが起こりましたか。 

 人々は主を自分たちの王にしたいと思いました。[ヨハネ６：１５] 

 

５． 主イエスさまは彼らの王になってもよいと思われましたか。 

 いいえ、イエスさまの御国は、この地上のものではなく、天の王国だからです。 

                  [ヨハネ６：３６～４１；１８：３６] 

 

６． 主が自分たちの王にならなくても、人々は主に従いましたか。 

 いいえ、多くの人が離れ去って行き、もう主には従いませんでした。 

                      [ヨハネ６：６６] 

 

７． 主が弟子たちに、あなたたちも離れて行くのか、とお尋ねになったとき、ペテロは何

と答えましたか。 

 ペテロはこう言いました。「主よ。私たちがだれのところに行きましょう。あなた 

 は、永遠のいのちのことばを持っておられます。」（ヨハネ６：６８） 

 

８． 主イエスさまはツロとシドンの地方で、どのような奇跡を行われましたか。 

 大きな信仰を持つスロ・フェニキヤ生まれの女の娘をいやされました。 

                    [マルコ７：２４～３０］ 

 

 

 



９． スロ・フェニキヤ生まれの女は、どのように自分の信仰を表しましたか。 

 自分が、主の子どもたちのために取ってあるものをいただくに値しない、食卓の下 

 の犬のようなものであることを認めました。[マルコ７：２７～２８] 

 

 １０．主はデカポリスでどんな奇跡を行われましたか。 

  耳が聞こえず、口のきけない人をいやされました。[マルコ７：３１～３５] 

 

 

暗唱聖句：  

「イエスは答えられた。『わたしの国はこの世のものではありません。もしこの世のも

のであったなら、わたしのしもべたちが、わたしをユダヤ人に渡さないように、戦った

ことでしょう。しかし、事実、わたしの国はこの世のものではありません。』」 

                         （ヨハネ１８：３６） 



第 １０ 課 

キリストの変貌
へんぼう

 

マタイ１６章～１７章；ルカ９章とヨハネ１０章 

 

１． ご自分の働きを終わらせる準備として、主イエスさまは弟子たちにどんなことを告げ

始められましたか。 

 ご自分がエルサレムで苦しみを受け、死に、三日後によみがえられることです。 

     [マタイ１６：２１；１７：９、１２；ルカ９：２１～２２、４４] 

 

２． ピリポ・カイザリヤの地方に行かれたとき、ペテロは主について、何と言いました

か。 

 「あなたは、生ける神の御子キリストです。」（マタイ１６：１６） 

 

３． 主イエスさまは、ペテロの素晴らしい告白の後、どこに行かれましたか。 

 ご自分の弟子のうち三人を連れて、祈るために山へ行かれました。 

             ［マタイ１７：１；ルカ９：２８］ 

 

４． 主が山で祈っている間に何が起こりましたか。 

 弟子たちの前で、御姿が変わりました。[マタイ１７：２；ルカ９：２９] 

 

５． 山で主の御姿が変わったとき、主と話していたのはだれですか。 

 モーセとエリヤです。主の苦しみと死について主ご自身と話し合っていたのです。 

                  [マタイ１７：３；ルカ９：３０～３１] 

 

６． 弟子たちは何のことで議論していたのですか。 

 天の御国において、自分たちの中ではだれが一番偉いかについて議論していまし 

 た。[ルカ９：４６～４８] 

 

７． この頃、主イエスさまはユダヤのどの祭りに行かれましたか。 

 エルサレムの仮庵の祭りです。[ヨハネ７：１～１４] 

 

８． 仮庵の祭りの後の安息日に、パリサイ人はなぜ主イエスさまに対して怒ったのです

か。 

 主が安息日に、目の見えない人をいやされたからです。[ヨハネ９：１３～１６］ 

 

 



９． 宮きよめの祭りの前に、主がご自分について教えられたことは何ですか。 

 ご自分は、羊のためにいのちを捨てる良い牧者である、ということです。 

                     [ヨハネ１０：１～１８] 

 

  １０．主は、信じないユダヤ人に何と言いましたか。 

   「しかし、あなたがたは信じません。それは、あなたがたがわたしの羊に属して 

   いないからです。」（ヨハネ１０：２６） 

 

 

暗唱聖句：  

「キリストが父なる神から誉れと栄光をお受けになったとき、おごそかな、栄光の神か

ら、こういう御声がかかりました。『これはわたしの愛する子、わたしの喜ぶ者であ

る。』私たちは聖なる山で主イエスとともにいたので、天からかかったこの御声を、自

分自身で聞いたのです。」（ペテロ第二１：１７、１８） 



第 １１ 課 

ラザロのよみがえり 

ヨハネ１０章～１１章とルカ１８章～１９章 

 

１． 宮きよめの祭りの後、主イエスさまはどこに行かれましたか。 

 ヨルダン川の東のペレヤです。そこで多くの人がイエスさまを信じました。 

                     [ヨハネ１０：３９～４２] 

 

２． 主がペレヤに行かれたとき、どんな知らせが届きましたか。 

 主の友ラザロが病気だということが告げられました。 

         [ヨハネ１０：４０～１１：３] 

 

３． 主はラザロをいやすために、すぐにベタニヤに行かれましたか。 

 いいえ、ラザロが死ぬまで待たれました。 

 ［ヨハネ１１：５～７、１１～１４、１７、３２～３６］ 

 

４． 主イエスさまは、なぜラザロが死ぬまで待たれたのですか。 

 ラザロを死人の中からよみがえらせることによって、ご自分の御力を示されるため 

 です。[ヨハネ１１：１４～１５；３９～４４] 

 

５． この素晴らしい奇跡の結果は何でしたか。 

 多くの人が信じましたが、邪悪な指導者たちは主を殺そうと計画しました。 

                     [ヨハネ１１：４５～５３] 

 

６． 指導者たちがご自分を殺そうとされたとき、主イエスさまはどこに行かれましたか。 

 エフライムという町です。そこで、ご自分の働きの最後の何週間かを過ごされまし 

 た。[ヨハネ１１：５４～１２：１] 

 

７． 主は、永遠のいのちを求めてご自分のところに来た金持ちの若い役人に何と言いまし

たか。 

 「帰って、あなたの持ち物を売り払って貧しい人たちに与えなさい。」 

                      （マタイ１９：２１） 

 

８． 主イエスさまはエリコの近くで、どのような奇跡を行われましたか。 

 盲人バルテマイをいやされました。 

  [ルカ１８：３５～４３；マルコ１０：４６～５２］ 

 



９． 主を見ようと木に登ったのはだれですか。 

 取税人のザアカイです。主は彼の家に救いをもたらされました。 

                  [ルカ１９：１～１０] 

 

 １０．マルタとラザロの姉妹マリヤは、ベタニヤで何をしましたか。 

  葬りの準備のために、とても高価な香油を主イエスさまに塗りました。 

                      [ヨハネ１２：３～８] 

 

 

暗唱聖句：  

「イエスは言われた。『わたしは、よみがえりです。いのちです。わたしを信じる者

は、死んでも生きるのです。また、生きていてわたしを信じる者は、決して死ぬことが

ありません』。」（ヨハネ１１：２５、２６） 



第 １２ 課 

受難週 

ルカ１９章～２２章と平行箇所 

 

１． 主イエスさまは何年に十字架にかけられましたか。 

 おそらく紀元３３年です。 

 

２． 主は十字架にかけられる週のはじめの日に何をされましたか。 

 ろばの子に乗って、エルサレムに入られました。 

  [ルカ１９：２９～３８；マタイ２１：７～１２] 

 

３． 主イエスさまについて来た群衆は、何と叫びましたか。 

 「ダビデの子にホサナ」と叫びました。（マタイ２１：９） 

 

４． 主イエスさまは、月曜日に宮で何をされましたか。 

 父なる神さまの家を強盗の巣にした人々を追い出されました。 

                [ルカ１９：４５～４６] 

 

５． 月曜日の朝、ベタニヤから都に帰る途中で主は何をされましたか。 

 実のついてないいちぢくの木をのろわれました。 

  [マタイ２１：１８～２１；マルコ１１：１２～１４、１９～２２] 

 

６． 主イエスさまは火曜日には何をされましたか。 

 最後にもう一度、民衆を教えられました。[ルカ２０：１] 

 

７． 火曜日の夕方、主は何を予言されましたか。 

 エルサレムの崩壊と、ご自分の再臨のことを話されました。 

  [ルカ２１：５～３７；参照マタイ２４：４～２５：１３] 

 

８． 主はその最後の週の水曜日をどのように過ごされましたか。 

 ご自分の弟子たちとだけ時間を過ごされ、彼らにご自分の来るべき死について話さ 

 れました。[マタイ２６：１～２］ 

 

９． イスカリオテのユダは水曜日に何をしましたか。 

 主イエスさまを銀貨３０枚で裏切ることに同意しました。 

  [ルカ２２：１～６；マタイ２６：１４～１６；マルコ１４：１０～１１] 

 



 １０．ユダはなぜ主イエスさまを裏切ったのですか。 

  ユダは邪悪な者で、サタンが彼の心にはいったからです。 

        [ルカ２２：３；ヨハネ６：７０～７１] 

 

 

暗唱聖句：  

「神が多くの子たちを栄光に導くのに、彼らの救いの創始者を、多くの苦しみを通して

全うされたということは、万物の存在の目的であり、また原因でもある方として、ふさ

わしいことであったのです。」（ヘブル２：１０） 



第 １３ 課 

主イエスさまの逮捕と裁判 

マタイ２６章～２７章とヨハネ１８章 

 

１． 主イエスさまはその最後の週の木曜日に何をされましたか。 

 弟子たちと一緒に二階の大広間で最後の過越の食事をされました。 

      [マタイ２６：１７～２５；ルカ２２：１０～１２] 

 

２． 主は二階の大広間で弟子たちに何をされましたか。 

 しもべがするように弟子たちの足を洗われました。[ヨハネ１３：２～１７] 

 

３． 主は弟子たちと過越の食事をされた後で、何をされましたか。 

 主の晩餐を制定されました。[マタイ２６：２６～２９] 

 

４． 二階の大広間を出られて、主は弟子たちと共にどこに行かれましたか。 

 彼らはゲツセマネの園に行きました。そこで、主は弟子たちが眠っている間祈られ 

 ました。[マタイ２６：３６～４６] 

 

５． 主イエスさまを捕らえるために、ゲツセマネの園に来たのはだれですか。 

 イスカリオテのユダが、民の指導者から差し向けられた大ぜいの群集を連れて来 

 ました。[マタイ２６：４６～５０] 

 

６． 群衆は主を捕らえることができましたか。 

 いいえ、主がご自分の意思でご自分を渡されるまでできませんでした。 

                     [ヨハネ１８：１～８] 

 

７． 主イエスさまが捕らえられたとき、弟子たちはどうしましたか。 

 みな主を捨てて逃げ去りました。[マタイ２６：５６] 

 

８． 主の敵たちは、最初に主をどこに連れて行きましたか。 

 ユダヤの指導者たちのところです。裁判にかけるためです。 

     [マタイ２６：５７；ヨハネ１８：１２～１４］ 

 

９． 主イエスさまの裁判の間、ペテロは何をしましたか。 

 自分の主を、三度知らないと言いました。 

  [マタイ２６：６９～７５；ヨハネ１８：１６～１８、２５～２７] 

 



 １０．最終的にだれが主に死刑の判決を出しましたか。 

  ローマの総督ポンテオ・ピラトです。[マタイ２７：１～２、１１～２４] 

 

 

暗唱聖句：  

「それから、イエスは少し進んで行って、ひれ伏して祈って言われた。『わが父よ。で

きますならば、この杯をわたしから過ぎ去らせてください。しかし、わたしの願うよう

にではなく、あなたのみこころのように、なさってください』。」 

                   （マタイ２６：３９） 



第 １４ 課 

主イエスさまの十字架 

ルカ２３章とヨハネ１９章 

 

１． ピラトが邪悪な裁判官であることは、どのようにわかりますか。 

 主イエスさまが無実だと知っていながら、死刑を宣告しました。 

                  [ルカ２３：１～２５] 

 

２． 主を裏切った後で、イスカリオテのユダはどうしましたか。 

 祭司長に金を返した後、外に出て、首をつりました。[マタイ２７：３～１０] 

 

３． 主イエスさまはどこで十字架につけられましたか。 

 エルサレムの外にある、ゴルゴタの丘です。[ヨハネ１９：１６～１８] 

 

４． 主はなぜ十字架にかかって死ななくてはならなかったのですか。 

 ご自分の民をその罪から救われるためです。 

  [マタイ１：２１；参照 ペテロ第一２：２４～２５] 

 

５． 主イエスさまとともに十字架につけられたのはだれですか。 

   二人の犯罪人、強盗です。[ルカ２３：３２～３３] 

 

６． 犯罪人の一人は、主に何と言いましたか。 

 「イエスさま。あなたの御国の位にお着きになるときには、私を思い出してくださ 

 い。」（ルカ２３：４２） 

 

７． 主は悔い改めた犯罪人に何と言いましたか。 

 「あなたはきょう、わたしとともにパラダイスにいます。」（ルカ２３：４３） 

 

８． 主イエスさまは、死なれる前に何と言われましたか。 

 「父よ。わが霊を御手にゆだねます。」（ルカ２３：４６） 

 

９． 主が十字架上で死なれたそのとき、何が起きましたか。 

 神殿の幕が裂け、地が揺れ動き、多くの墓が開きました。 

             [マタイ２７：５１～５３] 

 

 



 １０．主のからだは、だれによって墓に納められましたか。 

  アリマタヤのヨセフとニコデモです。 

   [ルカ２３：５０～５３；ヨハネ１９：３８～４２] 

 

 

暗唱聖句：  

「しかし私には、私たちの主イエス・キリストの十字架以外に誇りとするものが決して

あってはなりません。」（ガラテヤ６：１４） 



第 １５ 課 

復 活 

マタイ２８章；ヨハネ２０章とルカ２４章 

 

１． 復活の週の最初の日に何が起こりましたか。 

 主イエスさまが、前から言っておられたように、死人の中からよみがえられまし 

 た。[マタイ２８：１～６；ルカ２４：１～６；ヨハネ２０：１、１１～１６] 

 

２． 主イエスさまに従った女たちは、墓に来て何を見つけましたか。 

 墓をふさいでいた石がわきにころがされて、墓は空っぽでした。 

  [マタイ２８：１～６；ルカ２４：１～６；ヨハネ２０：１、１１～１６] 

 

３． だれがこの女たちに、主がよみがえられたことを伝えたのですか。 

 墓から石をわきにころがして、その上に座っていた御使いです。 

                  [マタイ２８：２、４] 

 

４． ユダヤ人の指導者たちは、どのように復活を否定しましたか。 

 夜、弟子たちがやって来て、主イエス・キリストのからだを盗んで行った、と言い 

 ました。[マタイ２８：１１～１５] 

 

５． 主イエスさまはよみがえられて、最初にだれのところに現われてくださいましたか。 

 墓で、マグダラのマリヤに現れました。[ヨハネ２０：１１～１６] 

 

６． このすぐ後、主はだれのところに現れてくださいましたか。 

 墓から帰って来る途中の女たちです。[マタイ２８：５、８～１０] 

 

７． この後同じ日に、主はだれのところに現れてくださいましたか。 

 ペテロと、エマオに行く途中のふたりの弟子です。 

  [ルカ２４：１３～３１、３３～３４；コリント第一１５：３～６] 

 

８． トマスは、主イエスさまがよみがえられたことを聞いたとき、何と言いましたか。 

 自分で主ご自身を見るまでは信じない、と言いました。[ヨハネ２０：２４～２９] 

 

９． よみがえられた後、主はどれくらいの間弟子たちに現れましたか。 

 四十日間です。[使徒１：１～３] 

 



  １０．主イエスさまは、なぜこの四十日間、弟子たちに現れたのですか。 

    ご自分の弟子たちに神の国について多くのことを教えるためです。 

                          [使徒１：３] 

 

 

暗唱聖句：  

「しかし、今やキリストは、眠った者の初穂として死者の中からよみがえられました。

というのは、死がひとりの人を通して来たように、死者の復活もひとりの人を通して来

たからです。すなわち、アダムにあってすべての人が死んでいるように、キリストによ

ってすべての人が生かされるからです。」（コリント第一１５：２０～２２） 



第 １６ 課 

昇天と五旬節 

使徒の働き１章～２章 

 

１． 主イエスさまがよみがえられて四十日後に、何が起こりましたか。 

 主イエスさまは弟子たちの目の前で天に上げられました。[使徒１：１～３] 

 

２． 主が天に上られたとき、弟子たちにどんな約束が与えられましたか。 

 主イエスさまは、天に上って行かれるのを弟子たちが見たときと同じ有様でまた来

られる、という約束です。[使徒１：９～１１] 

 

３． 弟子たちは主イエスさまが天に上られた後、どうしましたか。 

 エルサレムに行って、聖霊が注がれるのを待ちました。 

      [使徒１：４～５、１２～１５；２：１] 

 

４． 聖霊が弟子たちに注がれたのはいつですか。 

 昇天の十日後の五旬節です。[使徒２：１～４] 

 

５． 聖霊は何人の人に注がれましたか。 

 一箇所に集まっていた１２０人ほどの弟子たちです。[使徒１：１５；２：１] 

 

６． 弟子たちは聖霊を受けると、どうしましたか。 

 神さまの大きなみわざについて、いろいろな国のことばで話しました。 

                      [使徒２：４～１２] 

 

７． 邪悪なユダヤ人たちは、弟子たちがいろいろな国のことばで話すのを聞いて、何と言

いましたか。 

 弟子たちが酒に酔っている、と言いました。[使徒２：１３～１５] 

 

８． ペテロは五旬節にどんな説教をしましたか。 

 預言者たちが告げた通り、よみがえりの主によって聖霊が注がれた、と話し 

 ました。[使徒２：１６～２１] 

 

 

 

 

 



９． 人々が、どうしなければならないかと尋ねると、ペテロは何と言いましたか。 

 「悔い改めなさい。そして、それぞれ罪を赦していただくために、イエス・キリス 

 トの名によってバプテスマを受けなさい。そうすれば、賜物として聖霊を受けるで 

 しょう。なぜなら、この約束は、あなたがたと、その子どもたち、ならびにすべて 

 の遠くにいる人々、すなわち私たちの神である主がお召しになる人々に与えられて 

 いるからです。」（使徒２：３８～３９） 

 

 １０．ペテロの説教の結果、何人の人が洗礼を受けましたか。 

  キリストの御名によって、三千人ほどが洗礼を受けました。[使徒２：４１] 

 

 

任意暗唱聖句：  

「キリストは、私たちのためにのろわれたものとなって、私たちを律法ののろいから贖

い出してくださいました。なぜなら、『木にかけられる者はすべてのろわれたものであ

る。』と書いてあるからです。このことは、アブラハムへの祝福が、キリスト・イエス

によって異邦人に及ぶためであり、その結果、私たちが信仰によって約束の御霊を受け

るためなのです。」（ガラテヤ３：１３～１４） 



第 １７ 課 

新約初代教会 

使徒の働き３章～４章 

 

１． 五旬節のすぐ後の教会について、どんなことが言えますか。 

 教会は使徒たちの教えを守り続け、急速に大きくなりました。 

                 [使徒２：４２～４７] 

 

２． 教会がこのように急速に大きくなったことは、どのように説明できますか。 

 「主も毎日救われる人々を仲間に加えてくださった。」（使徒２：４７ｂ） 

 

３． 宮の門で、どのような素晴らしい奇跡が行われましたか。 

 生まれつき足のきかない男がいやされました。[使徒３：１～８] 

 

４． 宮の門にいた足のきかない男は、どのようにしていやされたのですか。 

 ペテロが彼に「ナザレのイエス・キリストの名によって、歩きなさい。」（使徒 

 ３：６）と言ったのです。 

 

５． この足のきかない男がいやされたことによって、人々はどのような影響を受けました

か。 

 非常に驚いてペテロの説教を熱心に聞きました。[使徒３：９～１２] 

 

６． ペテロは、この足のきかない男をいやした奇跡をどのように説明しましたか。 

 この奇跡は、よみがえられた主イエスさまの力によってなされた、と説明しまし 

 た。[使徒３：１２～１６] 

 

７． このペテロの説教は、ユダヤ人指導者たちにどのような影響を与えましたか。 

 彼らは怒って、使徒たちを牢に入れました。[使徒４：１～３] 

 

８． その翌日、ペテロとヨハネはこの指導者たちに何と言いましたか。 

 主イエスの御名によって教えることを止めることはできない、と言いました。 

                        [使徒４：１８～２０] 

 

９． 使徒たちは釈放されたとき、どうしましたか。 

 起こったすべてのことを、教会に報告しました。[使徒４：２３] 

 



 １０．神さまはどのように教会の祈りに答えてくださいましたか。 

  その場所は震い動き、一同は聖霊に満たされました。[使徒４：３１] 

 

 

暗唱聖句：  

「信じた者の群れは、心と思いを一つにして、だれひとりその持ち物を自分のものと言

わず、すべてを共有にしていた。使徒たちは、主イエスの復活を非常に力強くあかし

し、大きな恵みがそのすべての者の上にあった。」（使徒４：３２～３３） 



第 １８ 課 

新約初代教会の問題 

使徒の働き５章～７章 

 

１． 新約の教会で、どのように罪が明らかになりましたか。 

 アナニヤとサッピラが、使徒たちと神さまに嘘をつきました。[使徒５：１～４] 

 

２． アナニヤとサッピラはどのような罰を受けましたか。 

 使徒たちの足もとに倒れて死にました。[使徒５：５～１０] 

 

３． 主は使徒たちを通して、ご自分の力をどのように示されましたか。 

 ペテロの影がかかった人も含めて、多くの人が病気をいやされました。 

                     [使徒５：１２～１６] 

 

４． 指導者たちは、使徒たちの奇跡にどのように反応しましたか。 

 非常に怒って、再び使徒たちを牢に入れました。[使徒５：１７～１８] 

 

５． 使徒たちはどのように牢から出られましたか。 

 主の使いが来て、彼らを連れ出しました。[使徒５：１９～２０] 

６． キリストの名によって教えてはならない、と言われたときに、使徒たちは何と言いま

したか。 

 彼らは指導者に、「人に従うより、神に従うべきです」（使徒５：２９）と言いま 

 した。 

 

７． 他にどのような問題が教会に持ち上がりましたか。 

 ギリシヤ語を使うやもめたちが、配給でなおざりにされていました。[使徒６：１] 

 

８． 貧しい人たちの世話のために、主はどんな役職を与えられましたか。 

 執事の役職です。七人の人が任命されました。[使徒６：２～６] 

 

９． 執事の一人であったステパノに、後に何が起こりましたか。 

 邪悪なユダヤ人が、ステパノが神を冒涜したと言って、石で打ち殺しました。 

                 [使徒６：８～１５；７：５４～６０] 

 

 



 １０．ステパノが石で打ち殺されている間、番をしていたのはだれですか。 

  後に使徒パウロとなった、タルソ出身のサウロです。 

   [使徒７：５８；８：１a；２２：１２～１３、２０] 

 

 

暗唱聖句：  

「主の使いは主を恐れる者の回りに陣を張り、彼らを助け出される。」 

                       （詩篇３４：７） 



第 １９ 課 

教会の迫害 

使徒の働き８章～１０章 

 

１． ステパノの死に続いて、何が起こりましたか。 

 エルサレムの教会に対する激しい迫害が起こりました。[使徒８：１] 

 

２． この迫害の結果、教会に何が起こりましたか。 

 教会はユダヤとサマリヤの諸地方に散らされました。[使徒８：３～４] 

 

３． サマリヤに福音を宣べ伝えるために遣わされたのはだれでしたか。 

 それまで教会の執事であった、ピリポです。[使徒８：５～１３] 

 

４． ピリポが聖霊によってガザに遣わされたとき、何が起きましたか。 

 エチオピヤ人の宦官が、ピリポによって教えられ、洗礼を受けました。 

                     [使徒８：２６～３８] 

 

５． サウロはなぜダマスコに行ったのですか。 

   そこの信者たちを迫害するためです。[使徒９：１～２] 

 

６． サウロがダマスコに向かう途中で、何が起きましたか。 

   よみがえり、栄光をお受けになった主が、彼に現れました。[使徒９：３～９] 

 

７． 主イエスさまは、なぜダマスコに向かう途中のサウロに現れたのですか。 

 彼を使徒、そして異邦人への宣教師として召命するためです。 

               [使徒９：６、１０～２０] 

 

８． 主はヨッパでペテロにどのような幻を見せられましたか。 

 汚
けが

れた動物が大きな敷布のような入れ物に乗せられて、地上に降ろされて来た幻で 

 す。[使徒１０：８～１７] 

 

９． ペテロのこの幻は、何を意味していましたか。 

 福音はユダヤ人だけのものではなく、異邦人のためのものでもある、ということで 

 す。[使徒１０：１５、３４～３５；１５：６～７] 

 



 １０．なぜ、このことがペテロに示されたのですか。 

  主の御ことばを宣べ伝えるために、カイザリヤの異邦人コルネリオのところに行か 

  なければならなかったからです。[使徒１０：１７～３５] 

 

 

暗唱聖句：  

「しかし、キリスト者として苦しみを受けるのなら、恥じることはありません。かえっ

て、この名のゆえに神をあがめなさい。」（ペテロ第一４：１６） 



第 ２０ 課 

アンテオケの教会 

使徒の働き１１章～１２章 

 

１． アンテオケの教会はなぜ重要なのですか。 

 宣教活動の中心となったからです。[使徒１１：２０～２７] 

 

２． エルサレムの教会からアンテオケの教会に遣わされたのはだれでしたか。 

 バルナバです。そこでの彼の働きは、多くの実を結びました。 

                [使徒１１：２２～２４] 

 

３． ヘロデはこの頃、どのように教会を迫害し始めましたか。 

 使徒ヤコブを殺し、ペテロを牢に入れました。[使徒１２：１～５] 

 

４． この時ペテロも殺されましたか。 

 いいえ、主が彼を牢から救い出されました。[使徒１２：６～１２] 

 

５． 神さまは邪悪なヘロデを、どのように罰せられましたか。 

 神さまはヘロデを殺すために使いを送りました。そして彼は虫にかまれて死にまし 

 た。[使徒１２：２３] 

６． 主はなぜヘロデを罰せられたのですか。 

 ヘロデは民衆に、自分を神と呼ぶことを許したからです。 

              [使徒１２：１９～２３] 

 

７． アンテオケの教会は、どのようにユダヤの信者たちを助けましたか。 

 ききんのときに、お金を送りました。[使徒１１：２８～３０] 

 

８． この頃の教会について、私たちはどのようなことを知ることができますか。 

 教会が、神さまのみことばを通して、大きく成長し、広まって行ったということで 

 す。[使徒１１：２０～２４；１２：２４] 

 

９． バルナバとパウロは、エルサレムからだれを連れて行きましたか。 

 マルコと呼ばれるヨハネです。[使徒１２：２５] 

 

 

 



 １０．パウロとバルナバを、最初の宣教の旅に遣わしたのはだれでしたか。 

  アンテオケの教会を通して、聖霊が彼らを遣わされました。[使徒１３：１～４] 

 

 

暗唱聖句：  

「しかし、あなたがたは、選ばれた種族、王である祭司、聖なる国民、神の所有とされ

た民です。それは、あなたがたを、やみの中から、ご自分の驚くべき光の中に招いてく

ださった方のすばらしいみわざを、あなたがたが宣べ伝えるためなのです。」  

                        （ペテロ第一２：９） 



第 ２１ 課 

第一次伝道旅行 

使徒の働き１３章～１５章 

 

１． パウロのすべての宣教の働きについて、共通して言えることは何ですか。 

 パウロはいつも、最初にユダヤ人のところに行き、その後で、異邦人のところに行 

 きました。[例、使徒１３：４２、４４～４６；１４：１] 

 

２． キプロス島で、パウロに反対したのはだれでしたか。 

 魔術師バルイエスです。しばらくの間、罰として目が見えなくなりました。 

                       [使徒１３：６～１２] 

 

３． バルイエスはどのようにしてパウロに反対しましたか。 

 島の総督を信仰から離れさせようとしました。[使徒１３：８] 

 

４． パンフリヤに来たときに、パウロとバルナバから離れて行ったのはだれですか。 

 マルコと呼ばれるヨハネです。エルサレムに帰って行きました。[使徒１３：１３] 

 

５． これらの宣教の働きは簡単なものでしたか。 

 いいえ、邪悪なユダヤ人から、しばしば迫害を受けました。 

   [例、使徒１３：４５、５０；１４：２～５、１９] 

６． パウロとバルナバの教えを信じたのはだれでしたか。 

 「永遠のいのちに定められていた人たちは、みな、信仰にはいった。」 

                      （使徒１３：４８） 

 

７． パウロが足の悪い人をいやしたとき、ルステラの人々はどうしましたか。 

 使徒たちを神として礼拝しようとしました。[使徒１４：１１～１８] 

 

８． パウロとバルナバは、ルステラ、イコニオム、アンテオケに引き返して何をしました

か。 

 自分たちが土台をすえた教会を訪れ、弟子たちの心を確かめ、信仰にとどまるよう 

 に勧めました。[使徒１４：２１～２２] 

 

９． ユダヤ人の信者と異邦人の信者の間に、どのような問題が教会で起こりましたか。 

 教会における律法と割礼について、論争が生じました。 

                 [使徒１５：１，５，２４] 



 １０．教会はこの問題について、エルサレムで開かれた会議でどのように決めましたか。 

     異邦人の信者たちは、割礼を受ける必要はない、ということです。 

                   [使徒１５：２２～２９] 

 

 

暗唱聖句：  

「神を愛する人々、すなわち、神のご計画に従って召された人々のためには、神がすべ

てのことを働かせて益としてくださることを、私たちは知っています。」 

                       （ローマ８：２８） 



第 ２２ 課 

第二次伝道旅行 

使徒の働き１６章 

 

１． パウロとバルナバは、なぜ二度目の伝道旅行に一緒に行かなかったのですか。 

 マルコと呼ばれるヨハネを連れて行くかどうかということで、意見が一致しなかっ 

 たからです。[使徒１５：３６～４０] 

 

２． それでパウロは一人でこの旅に出たのですか。 

 いいえ、パウロはシラスを連れ、バルナバはマルコと呼ばれるヨハネを連れて行き 

 ました。[使徒１５：３９～４０] 

 

３． パウロはシラスの他に、ルステラからは、だれを連れて行きましたか。 

 忠実な助け手となったテモテです。 

  [使徒１６：１～３；コリント第一４：１７など] 

 

４． パウロはトロアスにいたとき、幻で何を見ましたか。 

 ひとりの人が「マケドニヤに渡って来て、私たちを助けてください」と言うのを見 

 ました。（使徒１６：９） 

 

５． パウロの幻は何を意味していましたか。 

 聖霊が、パウロにヨーロッパで福音を宣べ伝えるように、召命していたのです。 

                      [例、使徒１６：１０～１５] 

６． ピリピで最初にキリストを信じたのはだれでしたか。 

    ルデヤです。主が彼女の心を開かれたのです。[使徒１６：１４～１５] 

 

７． パウロとシラスは、ピリピでどのような迫害を受けましたか。 

 彼らは、若い女奴隷から悪霊を追い出すと、むちで打たれ、牢に入れられました。 

                         [使徒１６：１６～２４] 

 

８． パウロとシラスが牢にいた夜、何が起こりましたか。 

 パウロとシラスが神さまに賛美の歌を歌っていると、地震が起こり、奇跡的にも牢 

 のとびらがあきました。[使徒１６：２５～２８] 

 

 

 



９． 看守は、パウロとシラスに何を尋ねましたか。 

 「先生がた。救われるためには、何をしなければなりませんか。」 

                    （使徒１６：３０） 

 

 １０．パウロはピリピの看守に何と答えましたか。 

  「主イエスを信じなさい。そうすれば、あなたもあなたの家族も救われます。」 

                           （使徒１６：３１） 

 

 

暗唱聖句：  

「義のために迫害されている者は幸いです。天の御国はその人のものだからです。わた

しのために、ののしられたり、迫害されたり、また、ありもしないことで悪口雑言を言

われたりするとき、あなたがたは幸いです。喜びなさい。喜びおどりなさい。天におい

てあなたがたの報いは大きいのだから。あなたがたより前に来た預言者たちも、そのよ

うに迫害されました。」（マタイ５：１０～１２） 



第 ２３ 課 

第二次伝道旅行 

使徒の働き１７章～１８章 

 

１． テサロニケの信じないユダヤ人たちは何をしましたか。 

 ユダヤ人たちは使徒たちを迫害するため、ならず者を扇動しました。 

                       [使徒１７：１～９] 

 

２． パウロはテサロニケからどこに行きましたか。 

 ベレアです。この町のユダヤ人は、心の準備ができていて、語られるみことばを受 

 け入れ、教えられたことを確かめるために毎日聖書を調べました。 

                  [使徒１７：１０～１２] 

 

３． パウロは、なぜベレアを去ったのですか。 

 テサロニケから悪いユダヤ人たちが来て、群集を扇動して彼に反対するようにした 

 からです。[使徒１７：１３～１４] 

 

４． アテネの人々はパウロの教えをどのように受け取りましたか。 

 死者の復活のことを聞くと、多くの人があざ笑いました。 

           [使徒１７：１５～２０、３２] 

 

５． パウロはアテネからどこに行きましたか。 

 コリントです。そこで一年半働きました。[使徒１８：１、１１] 

 

６． アクラとプリスキラとはだれですか。 

   コリントで天幕作りをしていて、パウロは彼らの家に住んでいました。 

                         [使徒１８：２～３] 

７． 使徒たちのコリントでの働きは、実りの多いものでしたか。 

   はい、この町には、主の選びの民がたくさんいたからです。[使徒１８：４～１０] 

 

８． コリントの信者の中には、だれがいましたか。 

 会堂管理者クリスポと彼の家族です。[使徒１８：８] 

 

９． パウロはコリントからどこに行きましたか。 

 いくつかの地方や町を通って、五旬節を祝うためにエルサレムに戻りました。 

                       [使徒１８：１８～２３] 



 １０．この二度目の宣教の旅について言えることは何ですか。 

    福音がヨーロッパに広まったということです。 

       [例、使徒１６：９；１７：１～１５；１８：１] 

 

 

暗唱聖句：  

「私は福音を恥とは思いません。福音は、ユダヤ人をはじめギリシヤ人にも、信じるす

べての人にとって、救いを得させる神の力です。」（ローマ１：１６） 



第 ２４ 課 

第三次伝道旅行 

使徒の働き１９章～２２章 

 

１． パウロはこの三度目の宣教の旅で、どこで多くの時間を過ごしましたか。 

 エペソの町です。三年近く、ここで働きました。 

  [使徒１９：１、８～１０；２０：３１] 

 

２． パウロはエペソで、福音を語るほかに、何かしましたか。 

 はい、多くの奇跡を行いました。[使徒１９：１１～１２] 

 

３． パウロはエペソにいたとき、どのような悲しい知らせを受けましたか。 

 コリントの教会の問題について聞きました。 

  [使徒１９：２１～２２；コリント第一１：１１] 

 

４． パウロはなぜエペソの町を離れたのですか。 

 デメテリオという銀細工人が、大騒動を起こしたからです。 

             [使徒１９：２３～２０：１] 

 

５． パウロはトロアスで、どのような奇跡を行いましたか。 

 パウロが話している間に眠り込んでしまって、三階の窓から下に落ちて死んでしま 

 った青年を死から生き返らせました。[使徒２０：６～１２] 

 

６． パウロはミレトでだれに会いましたか。 

   エペソの教会の長老たちです。[使徒２０：１６～１７] 

７． パウロはエペソの長老たちに、どんな警告をしましたか。 

 自分が出発した後、凶暴な狼が彼らの中にはいり込んできて群れを荒らし回るとい 

 うことです。[使徒２０：１８～３５] 

 

８． アガボという預言者は、パウロについて何を予言しましたか。 

 パウロはエルサレムで縛られる、ということです。[使徒２１：１０～１２] 

 

９． パウロはエルサレムに行くことを恐れましたか。 

 いいえ、パウロは言いました。「私は、主イエスの御名のためなら、エルサレムで 

 縛られることばかりでなく、死ぬことさえも覚悟しています。」 

                    （使徒２１：１３） 



 １０．エルサレムで人々がパウロを殺そうとしていたとき、パウロにどのようなことが起こ 

    りましたか。 

   パウロは ローマの隊長によって邪悪なユダヤ人から救い出されました。 

                    [使徒２１：３０～３６] 

 

 

暗唱聖句：  

「というのは、私は、自分の信じて来た方をよく知っており、また、その方は私のお任

せしたものを、かの日のために守ってくださることができると確信しているからで

す。」（テモテ第二１：１２ｂ） 



第 ２５ 課 

パウロの投獄とローマへの旅 

使徒の働き２２章～２８章 

 

    １．パウロはエルサレムの牢に入ったままでしたか。 

   いいえ、ユダヤ人が彼を殺そうとする計画を逃
のが

れるため、カイザリヤに送られまし 

   た。[使徒２３：１１～３３] 

      2.  カイザリヤでパウロに何が起こりましたか。 

   総督ペリクスの前で、裁判にかけられました。[使徒２３：３３～２５：２２] 

 

       3.  ペリクスはパウロを釈放しましたか。 

    いいえ、後にパウロは再びフェストとアグリッパ王の前で裁判にかけられました。 

                                                                  [使徒２５：２３～２６：３２] 

 

      4.  パウロはなぜローマに送られたのですか。 

   彼がカイザルに上訴したからです。[使徒２６：３２～２７：１] 

 

      5.  パウロはローマに向かう途中で、どのような困難に合いましたか。 

   マルタと呼ばれる島で難破しました。[使徒２７：３７～２８：１] 

 

      6.  パウロはローマで捕らえられている間、何をしましたか。 

 自分の家で福音を宣べ伝えました。[使徒２８：３０～３１] 

      7.  パウロのローマでの宣教の結果はどうでしたか。 

 カイザルの家の者を含めて、信じる人たちがいました。 

      [ピリピ１：１２～１３；４：２２] 

 

       8.  パウロはこの投獄の間に、処刑されましたか。 

   いいえ、釈放され、四回目の宣教の旅の間に、テモテへの第一の手紙とテトスへの 

 手紙を書きました。 

       [参照 第一テモテ１：３；３：１４；テトス１：５；３：１２]¹ 

 



9. パウロの働きはどのように終わりましたか。 

    ローマで再び投獄され、テモテへの第二の手紙を書いた後まもなく処刑されまし 

  た。[参照 テモテ第二１：１６～１７；２：９]² 

   １０．使徒パウロは、主イエス・キリストのしもべとしての自分の働きを、どのように言い 

    表しましたか。 

  「私は勇敢に戦い、走るべき道のりを走り終え、信仰を守り通しました」と言いま 

  した。（テモテ第二４：７） 

 

 

暗唱聖句：  

「あなたが、わたしの忍耐について言ったことばを守ったから、わたしも、地上に住む

者たちを試みるために、全世界に来ようとしている試練の時には、あなたを守ろう。わ

たしは、すぐに来る。あなたの冠をだれにも奪われないように、あなたの持っているも

のをしっかりと持っていなさい。」（黙示録３：１０～１１） 

 

 

 

 

     ¹William Hendriksen,  Thessalonians, Timothy and Titus (Baker 1979), 25-28, 39-40 

                [ウイリアム・ヘンドリックソン著「テサロニケ人への手紙、テモテへの手紙、テトスへの手紙」 

     （ベイカー出版１９７９）、 ２５～２８、３９～４０] 

     ²同 ４０ 

 


